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菊池市循環型社会形成推進地域計画 

熊本県菊池市 

平成 18 年３月８日 

１ 循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

（１） 対象地域 

  構成市町村名  菊池市 
  面    積  ２７６．６６  

人    口  ５２，７８８人（平成 17 年３月３１日現在） 
（２） 計画期間 

  本計画は、平成 18 年４月１日から平成 23 年３月 31 日までの５年間を計画期間
とする。 

  なお、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画
を見直すものとする。 

（３） 基本的な方向 

  平成 17 年３月 22 日に、旧菊池市・旧七城町・旧泗水町・旧旭志村の４市町村
が合併し、新「菊池市」が誕生した。 

  本市は、熊本県の北東部、菊池川の最上流に位置し、北部から東部まで山岳が
連なっており、地域のほとんどが森林をしめているが、菊池川、迫間川、合志川
等の流れが肥沃な菊池平野を形成している。 
合併により県内で最大の酪農地帯になるとともに、従来から米、果樹、花卉、

野菜、椎茸等の多種多様な農林業が盛んであることを踏まえて、他の地域と比較
して発生量の多い農業系廃棄物を含め、有機性廃棄物を積極的に分別収集し、再
生利用を進めることにより、地産地消型の有機資源の循環を目指す。 
また、それ以外の農業系廃棄物の処理は、現在、地元ＪＡ菊池が行っている農

業用のビニール及び廃農薬等の回収を徹底するとともに、その他の廃農業用機械
等の回収についても推進する。 
旅館・ホテルや商業施設等が多い旧菊池市を中心として、発生する事業系一般

廃棄物についても、発生抑制及び再生利用の推進を図る。 
特に、旅館・ホテル・病院等からの廃棄物は生ゴミの発生率が高い。本市にお

いては、平成 16 年から可燃物ゴミの処理はＲＤＦ化している。その中で生ゴミは
ＲＤＦ処理施設の負荷となっており再生利用を検討しなければならない。 
家庭系一般廃棄物については、合併前の４市町村のゴミの出し方・分け方を統

一する。特に、生ゴミについては、ＲＤＦ処理施設の負荷を軽減するためにも分
別収集を検討するとともに、発生抑制を進める。また、容器包装等の資源物ゴミ
の分別収集の徹底を図る。 
不燃物ゴミの分別収集については、循環型社会にふさわしい廃棄物のリサイク

ル処理システムの構築を目指し、リサイクルセンターを早期に建設する。 
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２ 循環型社会形成のための現状と目標 

（１）一般廃棄物等の処理の現状 

 ア一般廃棄物の処理 
  平成 16 年度の一般廃棄物の排出、処理状況は図１のとおりである。 
  総排出量は、集団回収量も含め、１４,８０２トンであり、再生利用される「総
資源化量」は、６,８２９トン、リサイクル率は４６．１％になる。 

  中間処理による減量化は、２,１３０トンであり、集団回収量を除いた排出量の
おおむね約１５％が減量化されている。また、集団回収量を除いた排出量の約１
３％に当たる１，８６６トンが埋立てられている。 

  なお、平成 16 年から旧菊池市、旧七城町及び旧旭志村の区域から排出される可
燃物は、ごみ固形燃料化しており、約 9,113 トンをＲＤＦ化し、大牟田リサイク
ル発電所の燃料とした。旧泗水町に関しては、菊池環境保全組合に加入しており
約 2,412 トンを焼却した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ 市町村が行う産業廃棄物の処理 
  本市では、下水道汚泥の産業廃棄物はセメントの原料として再利用するため民
間業者に委託している。 

 

（２）一般廃棄物等の処理の目標 

  本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目
指し、表１のとおり目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくもの
とする。参考として、現状と目標のトレンドグラフを添付する。 

 

図１ 一般廃棄物の処理状況フロー 

処理後最終処分量

1,416ｔ

9.7% 

総資源化量

6,829ｔ

集団回収量 

287ｔ 

直接最終処分量

450ｔ

3.1% 

自家処理量 

0ｔ 

排 出 量 

14,515t 

計画処理量 

14,515ｔ 

100% 

中間処理量 

4,703t

32.4% 

処理残さ量

2,573ｔ

17.7% 

減量化量

2,130ｔ

14.7% 

処理後再生利用量

1,157ｔ

8.0% 

最終処分量

1,866t

12.8% 

直接資源化量 

 249ｔ

RDF 生成量 5,136t

RDF 処理量 9,113t

64.5%(37.1%※) 

※括弧内は、RDF 生成量を対象とした割合 
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表１ 

指 標 ・ 単 位 
現状（割合※１） 

（平成 16 年度） 

目標（割合※１） 

（平成 23 年度） 

排 出 量 

事業系 総排出量 

   １事業所当たりの排出量※２ 

家庭系 総排出量 

   １人当たりの排出量※３ 

合 計 事業系家庭系排出量合計 

 4,501 t 

12.8t/事業所 

 10,014 t 

 190 ㎏/人 

 14,515 t 

 4,200 t(-6.7%) 

11.9t/事業所(-7.0%) 

 9,570 t(-4.4%) 

181㎏/人(-4.4%) 

 13,770 t(-5.1%) 

再 生 利 用 量 

直接資源化量※４ 

総資源化量 

熱回収量（年間の発電電力量） 

 5,385 t( 37.1%) 

 6,829 t(47.0%) 

 15,700 mwh 

 5,422 t(39.4%) 

 6,842 t(49.7%) 

 15,050 mwh 

減 量 化 量 中間処理による減量化量  2,130 t(14.7%)  2,480 t(18.0%) 

最 終 処 分 量 埋立最終処分量  1,866 t(12.9%)  980 t(7.1%) 

※１ 排出量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合 

※２ （１事業所当たりの排出量）＝{（事業系ごみの総排出量）－（事業系ごみの資源ごみ量）}／（事業

所数） 

※３ （1 人当たりの排出量）＝{（家庭系ごみの総排出量）－（家庭系ごみの資源量）}／（人口） 

※４ 直接資源化量には、RDF 生成量を含む。 

《指標の定義》 

 排出量：事業系ごみ、家庭系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く。）〔単位：ト

ン〕 

 再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和 〔単位：トン〕 

 熱回収量：熱回収施設において発電された年間の発電電力量 〔単位：mwｈ〕 

 減量化量：中間処理と処理後の残さ量の差 〔単位：トン〕 

 最終処分量：埋立処分された量 〔単位：トン〕 
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表２（参考） 減量化、再生利用に関する合併前４市町村の現状（内訳） 

指 標 ・ 単 位 
旧菊池市の現状

（平成 16 年度） 

旧七城町の現状

（平成 16 年度） 

旧旭志村の現状

（平成 16 年度） 

旧泗水町の現状

（平成 16 年度） 

排出量 

事業系 総排出量 

１事業所当たりの排出量 

家庭系 総排出量 

１人当たりの排出量 

合計 排出量合計 

2,831t 

12.9t 

5,898t 

218 ㎏ 

8,729t 

899t 

33.3t 

692t 

117 ㎏ 

1,591t 

297t 

9.0t 

671t 

124 ㎏ 

968t 

474t 

6.5t 

2,753t 

191 ㎏ 

3,227t 

再生利用量 

直接資源化量※ 

総資源化量 

熱回収量 

4,183ｔ 

4,897t 

11,934mwh 

782t 

911t 

2,358mwh 

462t 

551t 

1,408mwh 

3t 

470t 

 

減量化量 
中間処理による減量

化量 
0t 0t 0t 2,130t 

最終処分量 埋立最終処分量 809t 105t 62t 890t 

※直接資源化量には、RDF 生成量を含む。ただし、旧泗水町を除く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 施策の内容 

（１）発生抑制、再利用の推進 

 ア 有料化 

   現在、事業系廃棄物については、新市全域で累進従量制により課金し、直接
納入方式により処理料金を徴収している。家庭ごみについては、新市全域にお
いて指定袋を媒体とした均一従量制により課金し、小売店前納方式により、処
理料金を徴収している。 

図２ 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー 

処理後最終処分量

980ｔ

7.1% 

総資源化量

6,842ｔ

集団回収量 

344ｔ 

直接最終処分量

0ｔ

0.0% 

自家処理量 

30ｔ 

排 出 量 

13,800t 

計画処理量 

13,770ｔ 

100% 

中間処理量 

4,536t

32.9% 

処理残さ量

2,056ｔ

14.9% 

減量化量

2,480ｔ

18.0% 

処理後再生利用量

1,076ｔ

7.8% 

最終処分量

980t

7.1% 

直接資源化量 

 498ｔ

RDF 生成量 4,924t

RDF 処理量 8,736t

67.1%(39.4%※) 

※括弧内は、RDF 生成量を対象とした割合 
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   今後は、排出抑制とより一層の費用負担の公共性確保のため、家庭ごみにつ
いて手数料単価の見直しについて検討を行う。 

イ 環境教育、普及啓発、助成 

   各小学校と連携し、小学生を対象とした家庭ごみの出し方・分け方等の出前
教室の開催や一般廃棄物処理施設等の視察研修を行い、普及啓発事業を行う。 

   また、各中学校との連携は、子ども議会等でのリサイクルの推進、不法投棄
の防止等について質疑・討論を行い環境問題に関する意識の啓発を行う。 

   生活環境推進委員をはじめとした住民団体との協働で、分別区分の普及啓発
や資源回収など事業に取り組む。 
さらに、各地区や住民団体に対して出前講座等を行い、環境教育、普及啓発

活動に努めるとともに助成事業も行う。 
 ウ マイバッグ運動・レジ袋対策 

   地域内の生活環境推進委員、商工会女性部及びＪＡ菊池女性部等の女性団体
で組織したマイバッグ運動推進市民会議と協働で、毎月１回スーパー等の店頭
でマイバッグ推進運動を行う。また、平成 17 年度に自主作成したマイバッグキ
ャンペーンテーマソング「お買い物にはマイバッグ」を店頭で実演、広報車に
よる巡回等で買い物袋の持参運動等を推進する。 

 エ 事業系一般廃棄物の減量化対策 

    事業系一般廃棄物を排出する事業者に対しては、事業系一般廃棄物の減量、処理

に関する計画を作成させ、計画を実行するようＩＳＯ１４０００の取得を推進する。 

 

（２）処理体制 

 ア 家庭ごみの処理体制の現状と今後 

分別区分及び処理方法については、表３（別紙９頁）のとおりである。 
現状、可燃物ごみに関しては、合併前の旧菊池広域行政事務組合の構成団体

（旧菊池市、旧七城町、旧旭志村）は、ごみ固形燃料化処理施設（eco village
旭）で処理しているが、合併前の旧泗水町は、菊池環境保全組合に加入して焼却
処理している。不燃物ごみに関しては、合併前の旧七城町、旧旭志村は、リサイ
クルセンター及び最終処分場がなく、民間業者に委託していた。旧菊池市は、リ
サイクルセンター及び最終処分場を持っていたが老朽化や処理能力不足で、新た
なリサイクルセンターと最終処分場の建設が必要とされている。また、旧泗水町
は、菊池環境保全組合に加入して処理している。 
今後は、現在、リサイクル可能物の分別収集についても合併前の 4 市町村で異な

ることから、旧菊池市が行っている拠点回収を新市全域に拡大すると共にごみの出し

方・分け方を平成 22 年度を目途に統一する。併せて合併前の旧菊池市及び平成 17
年度から旧泗水町で行っている廃プラスチック類の容器包装廃棄物の分別収集を
新市全域に拡大し、容器包装リサイクル法に基づくリサイクルの完全実施を行う。 
さらに、生ごみ等の有機性廃棄物を分別収集し、メタン発酵によるバイオガス
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発電及び堆肥化へのリサイクルに向けて菊池地域全体で検討する。可燃物ごみの
処理は、eco village 旭で行うが、旧泗水町の可燃物を処理できる余力がないの
で、それは、引き続き菊池環境保全組合で処理する。不燃物ごみの処理は、新市
にふさわしいリサイクルセンターを早急に建設し、徹底した資源化・リサイクル
化を目指し、埋め立てごみを減らす。最終処分場の建設も必要であるが、菊池環
境保全組合との統一化も考えながら当面現処分場の延命化で対応する。 
また、可燃物ごみを処理する eco village 旭は、法改正により平成１８年１０

月までに、施設の改修工事をしなければならない。 
なお、可燃ごみ処理施設については、当面は現状を維持するが「大牟田リサイ

クル発電所とのＲＤＦ（固形燃料化）の処理委託の契約が平成 29 年までとなっ
ているのを継続するのか」、「ごみ量が増えて新たな焼却施設の建設を検討してい
る菊池環境保全組合と統一するか」の検討を行う。 

 イ 事業系一般廃棄物の処理体制と今後 

    事業系一般廃棄物については、家庭ごみの区分に準じ、収集、処分を行うが、生ご

みのリサイクルは、平成 18 年度から民間のメタン発酵によるバイオガス及びたい肥の

有効利用を行うよう推進する。 

 ウ 今後の処理体制の要点 

（ア） アの今後の処理体制の要点 

◇ 平成 22 年度を目途に全市のごみ分別収集を統一する。 
◇ 容器包装リサイクル法の完全実施を行う。 
◇ 生ごみのリサイクルを菊池地域全体で検討する。 
◇ 不燃ごみについては、平成 20 年度に竣工予定のリサイクルセンターによ
り資源化の徹底及び埋立ごみの減量化を図る。 

（イ） イの今後の処理体制の要点 

◇ 平成 18 年度から生ごみの民間処理施設でのリサイクルを推進する。 
 

（３） 処理施設の整備 

   上記（２）の統一化後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表４のとおり必要な

施設整備を行う。 
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表４ 整備する処理施設 

事業番号 整備施設種類 事業名 処理能力 設置予定地 事業期間

１ 
ごみ固形燃料

化施設 

菊池市ごみ固形燃料化施

設改修事業 
４５ｔ/日

菊池市旭志麓

1250 番地 2 
H18 

２ 
リサイクルセン

ター 

旧焼却場解体事業、菊池

市リサイクルセンター設置

事業及び菊池市ストックヤ

ード整備事業 

約１５ｔ/日

約 1,500 ㎡

菊池市下河原

4032 番地 
H19～H20 

３ 最終処分場 
菊池市最終処分場設置事

業 
約 30,000  

菊 池 市 小 木

1711 番地 
H22～H23 

（整備理由） 

事業番号１ 廃棄物処理法改正に伴う改修 

事業番号２ 既存リサイクルセンターの老朽化及び市町村合併による処理能力の

不足並びに資源化の推進 

事業番号３ 既存最終処分場の残容量の不足 

 

（４） 施設整備に関する計画支援事業 

（３）の施設整備に先立ち、表５のとおり計画支援事業を行う。 

 

表５ 実施する計画支援事業 

事業番号 事業名 事業内容 事業期間

３１ 
菊池市ごみ固形燃料化施設整備事業（事業番号

１）に係る基本設計等調査事業 
基本設計等 H18 

菊池市リサイクルセンター設置事業（事業番号２）に

係る基本設計等調査事業 
基本設計等 H18～H20 

３２ 
菊池市リサイクルセンター設置事業（事業番号２）に

係る生活環境影響調査事業 
生活環境影響調査 H18 

菊池市最終処分場設置事業（事業番号３）に係る基

本設計等調査事業 
基本設計等 H20～H23 

３３ 
菊池市最終処分場設置事業（事業番号３）に係る生

活環境影響調査事業 
生活環境影響調査 H20～H21 

 

法改正に伴う、ＲＤＦ処理施設（eco village 旭）の改修工事に先立ち、平成 17 年度に

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画を作成する。 

 

（５） その他の施策 

   その他、地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく。 
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ア 再生利用品の需要拡大 

   今後建設するリサイクルセンターに、再生利用品の展示販売コーナーを設置する。 

イ 廃家電のリサイクルに関する普及啓発 

   定期的に広報及び出前講座等で市民へ啓発する。 

ウ 不法投棄対策 

   地域の生活環境推進委員や郵便局、区長会等と一体となった普及啓発により、分別区

分の徹底を進めるとともに、現在、シルバー人材センターに委託している監視パトロール

の強化や街灯の設置などを行い、不法投棄防止を図る。 

エ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

   新市にふさわしい災害廃棄物処理計画を平成１８年度に作成する。 

災害時に発生する廃棄物の処理については、リサイクルを前提に、適正に分別・保管

を行い、処分方法は、地域内及び周辺地域のリサイクル業者と連携体制を構築する。 

※ 臨時集積場所・・・・・・・旧クリーンセンター 

※ 処分する場所・・・・・・・（鉄、瓦、ブロック等）のくずは、リサイクル業者に処理委託 

                大型の風倒木は、民間のチップ工場へ処理委託 

                小型の風倒木は、チップ状に破砕して堆肥の原料として、農

家に配付する。 

                その他、リサイクル出来ないものは、民間の産業廃棄物処分

場に埋立てる。 

 

４ 計画のフォローアップと事後評価 

（１） 計画のフォローアップ 

本市は、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じ

て、熊本県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。 

 

（２） 事後評価及び計画の見直し 

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速や

かに計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。 

また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を時期計画策定に反映させるものと

する。 

なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直

すものとする。 

- 8 -



表
３

　
菊

池
市

の
家

庭
ご

み
の

分
別

区
分

と
処

理
方

法
の

現
状

と
今

後

一
次

処
理

二
次

処
理

可
燃

ご
み

（
旧

菊
池

市
、

七
城

町
、

旭
志

村
）

エ
コ

ヴ
ィ

レ
ッ

ジ
旭

（
残

渣
）
民

間
処

分
場

4
,4

0
0

可
燃

ご
み

（
旧

泗
水

町
）

環
境

保
全

組
合

焼
却

施
設

（
焼

却
灰

）
楽

善
処

分
場

1
,6

0
0

不
燃

ご
み

（
旧

菊
池

市
、

七
城

町
、

旭
志

村
）

（
残

渣
）
陣

内
処

分
場

1
,1

0
0

不
燃

ご
み

（
旧

菊
池

市
）

楽
善

処
分

場
（
焼

却
灰

、
不

燃
物

残
渣

）
4
3
0

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

委
託

4
5

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

委
託

2
ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル

委
託

5
ペ

ッ
ト

ボ
ト
ル

委
託

2
0

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

圧
縮

・
売

却
（
売

却
）

8
0

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

そ
の

他
廃

プ
ラ

委
託

1
0
6

そ
の

他
廃

プ
ラ

委
託

4
そ

の
他

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

類
圧

縮
・
再

資
源

化
容

器
包

装
協

会
3
0
0

そ
の

他
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
類

古
紙

委
託

1
6
7

古
紙

委
託

6
古

紙
（
売

却
）

6
0

古
紙

・
牛

乳
パ

ッ
ク

売
却

売
却

2
5
0

新
聞

・
雑

誌
類

活
き

ビ
ン

（
売

却
）

3
7

活
き

ビ
ン

（
売

却
）

6
活

き
ビ

ン
（
売

却
）

3
活

き
ビ

ン
売

却
売

却
1
0
0

酒
・
ビ

ー
ル

瓶
類

そ
の

他
ビ

ン
類

市
ﾘｻ

ｲ
ｸ
ﾙ

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

8
3

そ
の

他
ビ

ン
類

委
託

2
7

そ
の

他
ビ

ン
類

（
売

却
）

3
4

缶
類

売
却

市
リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
2
0
0

ア
ル

ミ
・
ス

チ
ー

ル
缶

古
布

委
託

2
5

古
布

（
売

却
）

1
6

古
布

再
資

源
化

再
資

源
化

（
委

託
）

6
0

革
・
ビ

ニ
ー

ル
・
綿

入
り

以
外

缶
類

（
売

却
）

市
ﾘｻ

ｲ
ｸ
ﾙ

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

5
1
9

缶
類

1
1

缶
類

環
境

保
全

組
合

再
資

源
化

工
場

3
7

ビ
ン

類
再

資
源

化
市

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
2
0
0

白
・
茶

・
そ

の
他

ビ
ン

テ
ー

プ
類

エ
コ

ヴ
ィ

レ
ッ

ジ
旭

3
テ

ー
プ

類
（
但

し
,旧

泗
水

町
は

含
ま

ず
）

Ｒ
Ｄ

Ｆ
エ

コ
ヴ

ィ
レ

ッ
ジ

旭
（
残

渣
）
民

間
処

分
場

5
ビ

デ
オ

、
カ

セ
ッ

ト
テ

ー
プ

類
乾

電
池

・
蛍

光
管

委
託

5
乾

電
池

・
蛍

光
管

再
資

源
化

破
砕

、
再

資
源

化
（
委

託
）

1
0

乾
電

池
・

蛍
光

管

大
型

ご
み

選
別

・
圧

縮
市

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
で

選
別

・
圧

縮
・
保

管
1
5
0

家
庭

系
大

型
ご

み

生
ご

み
メ

タ
ン

回
収

・
堆

肥
化

委
託

1
,0

0
0

生
ご

み

環
境

保
全

組
合

再
資

源
化

工
場

4
1

委
託

4
6

粗
大

ゴ
ミ

委
託

1
0
0

粗
大

ゴ
ミ

リ サ イ ク ル ・ 埋 立

リ
サ

イ
ク

ル
・
埋

立
市

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
(選

別
・
圧

縮
・
保

管
)

不
燃

ご
み

リ サ イ ク ル

リ サ イ ク ル

リ サ イ ク ル

リ サ イ ク ル

リ サ イ ク ル

粗
大

ゴ
ミ

リ サ イ ク ル ・ 埋 立

埋
立

ご
み

埋 立

環
境

保
全

組
合

最
終

処
分

場
5
1
4

不
燃

ご
み

リ サ イ ク ル ・ 埋 立

委
託

1
0
0

可
燃

ご
み

焼
却

不
燃

ご
み

リ サ イ ク ル ・ 埋 立

市
ﾘｻ

ｲ
ｸ
ﾙ

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

(残
渣

)陣
内

処
分

場

1
,1

0
2

8
0
9

不
燃

ご
み

リ サ イ ク ル ・ 埋 立

委
託

6
5

焼 却

環
境

保
全

組
合

焼
却

施
設

1
,9

7
1

R
D

F
R D F

エ
コ

ヴ
ィ

レ
ッ

ジ
旭

5
2
0

可
燃

ご
み

分
別

区
分

可
燃

ご
み

R D F

エ
コ

ヴ
ィ

レ
ッ

ジ
旭

（
ご

み
固

形
燃

料
化

処
理

施
設

）

4
,3

9
2

可
燃

ご
み

R D F

エ
コ

ヴ
ィ

レ
ッ

ジ
旭

4
7
0

可
燃

ご
み

分
別

区
分

処
理

方
法

処
理

施
設

等
処

理
実

績
(ﾄ

ﾝ
)

分
別

区
分

処
理

方
法

処
理

施
設

等
処

理
実

績
(ﾄ

ﾝ
)

分
別

区
分

処
理

方
法

処
理

施
設

等
処

理
実

績
(ﾄ

ﾝ
)

分
別

区
分

処
理

方
法

処
理

施
設

等
処

理
実

績
(ﾄ

ﾝ
)

分
別

区
分

処
理

方
法

処
理

施
設

等
処

理
実

績
(ﾄ

ﾝ
)

現
　

　
　

　
　

　
　

　
　

状
　

(平
成

１
６

年
度

）
今

　
　

　
　

　
　

　
　

　
後

　
(平

成
２

３
年

度
）

旧
菊

池
市

旧
七

城
町

旧
旭

志
村

旧
泗

水
町

菊
　

　
池

　
　

市
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様
式

１

１
　

地
域

の
概

要

（
１

）
地

域
名

（
２

）
地

域
内

人
口

5
2
,7

8
8
人

（
３

）
地

域
面

積
2
7
6
.6

6
 

（
４

）
構

成
市

町
村

等
名

（
５

）
地

域
の

要
件

組
合

を
構

成
す

る
市

町
村

：
設

立
（
予

定
）
年

月
日

：
　

　
　

　
　

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

設
立

、
認

可
予

定

設
立

さ
れ

て
い

な
い

場
合

、
今

後
の

見
通

し
：

２
　

一
般

廃
棄

物
の

減
量

化
、

再
生

利
用

の
現

状
と

目
標

指
標

・
単

位
年

平
成

1
7
年

度

事
業

系
　

総
排

出
量

（
ト

ン
）

3
,5

7
0

4
,1

8
9

4
,4

2
2

5
,2

4
3

4
,5

0
1

4
,2

0
0

(H
1
6
比

-
6
.7

%
)

　
１

事
業

所
当

た
り

の
排

出
量

（
㌧

／
事

業
所

）
1
0
.1

1
1
.9

1
2
.5

1
4
.9

1
2
.8

1
1
.9

家
庭

系
　

総
排

出
量

（
ト

ン
）

1
0
,1

1
4

9
,4

5
2

9
,5

2
7

9
,8

8
3

1
0
,0

1
4

9
,5

7
0

(H
1
6
比

-
4
.4

%
)

　
１

人
当

た
り

の
排

出
量

（
㎏

／
人

）
1
8
9

1
7
7

1
7
9

1
8
6

1
9
0

1
8
1

合
　

　
計

　
事

業
系

家
庭

系
排

出
量

合
計

（
ト

ン
1
3
,6

8
4

1
3
,6

4
1

1
3
,9

4
9

1
5
,1

2
6

1
4
,5

1
5

1
3
,7

7
0

(H
1
6
比

-
5
.1

%
)

直
接

資
源

化
量

（
ト

ン
）

※
4
9
2

(4
%
)

5
3
5

(4
%
)

2
8
1

(2
%
)

2
6
7

(2
%
)

5
,3

8
5

(3
7
%
)

5
,4

2
2

(3
9
%
)

総
資

源
化

量
（
ト

ン
）

2
,2

1
5

(1
6
%
)

2
,0

4
6

(1
5
%
)

1
,7

5
3

(1
3
%
)

2
,8

7
6

(1
9
%
)

6
,8

2
9

(4
7
%
)

6
,8

4
2

(5
0
%
)

熱
回

収
量

（
年

間
の

発
電

電
力

量
　

m
w

h
）

-
-

-
-

1
5
,7

0
0

1
5
,0

5
1

中
間

処
理

量
に

よ
る

減
量

化
量

減
量

化
量

（
中

間
処

理
前

後
の

差
　

　
ト

ン
）

9
,2

3
9

(6
8
%
)

9
,5

4
3

(7
0
%
)

1
0
,0

9
1

(7
2
%
)

9
,2

9
2

(6
1
%
)

2
,1

3
0

(1
5
%
)

2
,4

8
0

(1
8
%
)

最
終

処
分

量
埋

立
最

終
処

分
量

（
ト

ン
）

2
,5

1
3

(1
8
%
)

2
,3

3
6

(1
7
%
)

2
,4

3
6

(1
7
%
)

3
,2

5
4

(2
2
%
)

1
,8

6
6

(1
3
%
)

9
8
0

(7
%
)

※
平

成
1
6
年

度
及

び
平

成
2
3
年

度
の

直
接

資
源

化
量

に
は

、
R

D
F
生

成
量

を
含

む
。

３
　

現
有

施
設

の
状

況
と

更
新

、
廃

止
、

新
設

の
予

定

形
式

及
び

処
理

方
式

補
助

の
有

無
施

設
竣

工
予

定
年

月
日

処
理

能
力

（
単

位
）

ご
み

固
形

燃
料

化
施

設
破

砕
、

乾
燥

、
固

形
化

有
Ｈ

２
２

．
４

4
5
ト

ン
/
日

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
圧

縮
、

選
別

無
Ｈ

１
８

．
１

０
1
5
ト

ン
/
日

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド
を

含
む

最
終

処
分

場
屋

根
付

、
即

日
覆

土
無

H
２

４
．

４
3
0
，

0
0
0
 

更
新

、
廃

止
、

新
設

の
内

容

屋
根

付
、

即
日

覆
土

選
別

梱
包

保
管

更
新

、
廃

止
理

由

法
改

正

形
式

及
び

処
理

方
式

破
砕

・
乾

燥
・
固

形
化

３
ト

ン
/
日

5
,0

0
0
 

Ｈ
９

．
1
2

S
5
0
年

現
有

施
設

の
内

容
備

考
処

理
能

力
（
単

位
）

4
5
ト

ン
/
日

施
設

種
別

過
去

の
状

況
・
現

状
（
排

出
量

に
対

す
る

割
合

）

更
新

廃
止

予
定

月
日

平
成

2
3
年

度

排
出

量

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

事
業

実
施

計
画

総
括

表
１

（
平

成
1
8
年

度
）

菊
池

市

能
力

不
足

老
朽

、
能

力
不

足

開
始

年
月

Ｈ
１

６
．

４

事
業

主
体

再
生

利
用

量

菊
池

市

（
６

）
構

成
市

町
村

に
一

部
事

務
組

合
等

が
含

ま
れ

る
場

合
、

当
該

組
合

の
状

況

 人
口

 　
面

積
　

  
沖

縄
　

  
離

島
　

  
奄

美
　

  
豪

雪
　

  
山

村
　

  
半

島
　

  
過

疎
　

 そ
の

他

平
成

1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
6
年

度

目
標

集
計
中

集
計
中

集
計
中

集
計
中
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様
 式

 ２

事
業

名
称

単
位

開
始

終
了

平
成

1
8
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
平

成
2
1
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
1
8
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
平

成
2
1
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
3
年

度

○
再

生
利

用
に

関
す

る
事

業
1
,4

0
6
,6

4
0

2
5
,7

2
5

1
8
0
,9

1
5

1
,2

0
0
,0

0
0

0
0

0
1
,4

0
6
,6

4
0

2
5
,7

2
5

1
8
0
,9

1
5

1
,2

0
0
,0

0
0

0
0

0

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
1
,3

8
0
,9

1
5

0
1
8
0
,9

1
5

1
,2

0
0
,0

0
0

0
0

0
1
,3

8
0
,9

1
5

0
1
8
0
,9

1
5

1
,2

0
0
,0

0
0

0
0

0

資
源

ご
み

選
別

施
設

整
備

2
菊

池
市

約
1
5

ｔ/
日

H
2
0

H
2
0

破
砕

・
選

別
施

設
整

備
2

〃
〃

〃
〃

〃

不
要

品
再

生
施

設
整

備
2

〃
〃

〃
〃

〃

展
示

施
設

整
備

2
〃

〃
〃

〃
〃

旧
焼

却
施

設
解

体
事

業
2

〃
H

1
9

H
1
9

1
8
0
,9

1
5

1
8
0
,9

1
5

1
8
0
,9

1
5

1
8
0
,9

1
5

ご
み

固
形

燃
料

化
施

設
整

備
1

〃
4
5

ｔ/
日

H
1
8

H
1
8

2
5
,7

2
5

2
5
,7

2
5

2
5
,7

2
5

2
5
,7

2
5

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド
整

備
2

〃
約

1
5

〃
H

2
0

H
2
0

○
最

終
処

分
に

関
す

る
事

業
1
,3

2
0
,0

0
0

0
0

0
0

5
0
0
,0

0
0

8
2
0
,0

0
0

1
,3

2
0
,0

0
0

0
0

0
0

5
0
0
,0

0
0

8
2
0
,0

0
0

最
終

処
分

場
設

置
3

菊
池

市
約

3
0
,0

0
0

 
H

2
2

H
2
3

1
,3

2
0
,0

0
0

5
0
0
,0

0
0

8
2
0
,0

0
0

1
,3

2
0
,0

0
0

5
0
0
,0

0
0

8
2
0
,0

0
0

8
4
,0

1
7

6
,0

1
7

1
7
,0

0
0

2
6
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

8
4
,0

1
7

6
,0

1
7

1
7
,0

0
0

2
6
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

3
8
,5

2
6

4
,5

2
6

1
7
,0

0
0

1
7
,0

0
0

0
0

0
3
8
,5

2
6

4
,5

2
6

1
7
,0

0
0

1
7
,0

0
0

0
0

0

基
本

計
画

作
成

事
業

2
菊

池
市

H
1
8

H
1
8

1
,5

5
4

1
,5

5
4

1
,5

5
4

1
,5

5
4

生
活

環
境

影
響

調
査

事
業

2
〃

〃
〃

2
,9

7
2

2
,9

7
2

2
,9

7
2

2
,9

7
2

解
体

工
事

実
施

設
計

事
業

2
〃

H
1
9

H
1
9

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

解
体

工
事

監
理

事
業

2
〃

〃
〃

3
,0

0
0

3
,0

0
0

3
,0

0
0

3
,0

0
0

建
設

工
事

実
施

設
計

事
業

2
〃

〃
〃

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

建
設

工
事

監
理

事
業

2
〃

H
2
0

H
2
0

1
7
,0

0
0

1
7
,0

0
0

1
7
,0

0
0

1
7
,0

0
0

ご
み

固
形

燃
料

化
施

設
整

備
1
,4

9
1

1
,4

9
1

0
0

0
0

0
1
,4

9
1

1
,4

9
1

0
0

0
0

0

整
備

工
事

実
施

設
計

事
業

1
菊

池
市

H
1
8

H
1
8

1
,4

9
1

1
,4

9
1

1
,4

9
1

1
,4

9
1

最
終

処
分

場
設

置
4
4
,0

0
0

0
0

9
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

4
4
,0

0
0

0
0

9
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

基
本

計
画

作
成

事
業

3
菊

池
市

H
2
0

H
2
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

生
活

環
境

影
響

調
査

事
業

3
〃

H
2
0

H
2
1

1
2
,0

0
0

7
,0

0
0

5
,0

0
0

1
2
,0

0
0

7
,0

0
0

5
,0

0
0

建
設

工
事

実
施

設
計

（
調

査
・
測

量
含

）
事

業
3

〃
H

2
1

H
2
1

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

建
設

工
事

監
理

事
業

3
〃

H
2
2

H
2
3

2
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

2
,8

1
0
,6

5
7

3
1
,7

4
2

1
9
7
,9

1
5

1
,2

2
6
,0

0
0

1
5
,0

0
0

5
1
0
,0

0
0

8
3
0
,0

0
0

2
,8

1
0
,6

5
7

3
1
,7

4
2

1
9
7
,9

1
5

1
,2

2
6
,0

0
0

1
5
,0

0
0

5
1
0
,0

0
0

8
3
0
,0

0
0

備
　

考
交

付
対

象
事

業
費

（
千

円
）

事
業

番
号

事
業

主
体

名
　

　
称

規
　

模

1
,2

0
0
,0

0
0

事
業

期
間

交
付

期
間

合
計

1
,2

0
0
,0

0
0

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
・
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

整
備

総
事

業
費

（
千

円
）

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

事
業

実
施

計
画

総
括

表
２

（
平

成
1
8
年

度
）

事
業

種
別

○
施

設
整

備
に

関
す

る
計

画
支

援
に

関
す

る
事

業

1
,2

0
0
,0

0
0

1
,2

0
0
,0

0
0
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様式３

　　平成 　　平成 　　平成 　　平成 　　平成

開始 終了 １８年度 １９年度 20年度 21年度 22年度

ごみ袋価格の
見直し

値上げによる発
生抑制

菊池市 H１９ Ｈ２０

子供ごみ教室

小学校に対し、
ごみの分別や
資源化の大切
さを普及啓発す
る

〃 H１８ Ｈ２２

マイバック運動
の実施

生活環境推進
委員や女性団
体等と連携し、
運動を展開する

菊池市
及びマイ
バック推
進市民
会議

H１０ Ｈ２２

合併に伴う分
別区分の見直
し

循環型社会形
成推進のため
分別区分の一
部統一

菊池市 H１８ H２０

施設整備に伴
う分別区分の
統一

循環型社会形
成推進のため
分別区分の一
部統一

〃 H２０ H２１

民間のメタン発
酵処理施設へ
の産業廃棄物
及び一般廃棄
物の投入

民間の施設で、
家畜糞尿・生ゴ
ミ等の搬入

〃 H１８ H２２

1

ごみ固形燃料
化処理施設（エ
コヴィレッジ旭）
改修工事

法改正による必
要工事

〃 Ｈ１８ Ｈ１８ ○

2
リサイクルセン
ター及びストッ
クヤード整備

〃 Ｈ２０ Ｈ２０ ○

3
最終処分場整
備

〃 Ｈ２２ Ｈ２３ ○

31 １の計画支援 〃 Ｈ１８ Ｈ１８ ○

32 ２の計画支援 〃 Ｈ１８ Ｈ２０ ○

33 ３の計画支援 〃 Ｈ２０ Ｈ２３ ○

家電リサイクル
に関する普及
啓発

家電リサイクル
法に基づく処理
の普及啓発

〃 H１８ Ｈ２２

不法投棄対策
分別区分の徹
底とパトロール
の強化

〃 H１８ Ｈ２２

災害時の廃棄
物処理体制の
整備

災害廃棄物処
理計画の作成

〃 Ｈ１８ Ｈ１８

その他

施設整備
に係る計
画支援に
関するも
の

○

交付期間

発生抑
制、再使
用の推進
に関する

もの

処理体制
の構築、
変更に関
するもの

処理施設
の整備に
関するも
の

2
旧焼却施設解
体工事

解体跡地に、リ
サイクルセン
ターを建設

〃 Ｈ１９ Ｈ１９

地域の循環型社会形成推進のための施策一覧

施策種別
事業
番号 施策の名称 施策の内容 実施主体

事業期間 交付
金必
要の
要否

備考

事　業　実　施

料金見直し検討

店頭等での普及啓発、キャンペーンソング

検討

検討・説明会

事業系
生ゴミ
の搬入

一般家庭系生ゴミの搬入予定

改修
工事

解体
工事

建設工事

環境影響調査

普　及　啓　発

基本計画・設計等

環境影響調査

基本計画

基本設計

基本設計
工事監理

工事
監理

建設
工事

工事監理

普　及　啓　発

計画書
の作成
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１　総排出量

13,684 13,641 13,949 15,126 14,515 13,770

53,540

53,257

53,148

53,034

52,788 52,788

12,500

13,000

13,500

14,000

14,500

15,000

15,500

H12年度 H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H23年度

総排出量
（ｔ／年）

52,400

52,600

52,800

53,000

53,200

53,400

53,600

人口
（人）

総排出量 人口

３　最終処分量

2,513 2,336 2,436 3,254 1,866 980

53,540

53,257

53,148

53,034

52,788 52,788

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H12年度 H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H23年度

最終処分量
（ｔ／年）

52,400

52,600

52,800

53,000

53,200

53,400

53,600

人口
（人）

最終処分量 人口

２　再生利用量

492 535 281 267

5,385 5,422

2,215 2,046
1,753

2,876

6,829 6,842

53,540

53,257

53,148

53,034

52,788 52,788

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

H12年度 H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H23年度

資源化量
（ｔ／年）

52,400

52,600

52,800

53,000

53,200

53,400

53,600

人口
（人）

直接資源化量 総資源化量 人口

 ※ ※

※平成16年度及び平成23年度の直接資源化量には、RDF生成量を含む。
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現
有

処
理

施
設

の
概

要
 

 

施
設
名
 

種
類
 

処
理
す
る
廃
棄
物
 

処
理
能
力
 

所
在
地
 

竣
工
年
 

備
考
 

Ec
o 
Vi
ll
ge
旭
 

ご
み
固
形
燃
料
化
施
設
 
可
燃
物
 

22
.5
ｔ
/8
h×
２
系
列
 
菊
池
市
旭
志
麓
12
50
番

地
２
 

H1
6
年
 
旧
泗
水
町
を
除
く

区
域
 

菊
池
市
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
 
鉄
類
、
缶
、
び
ん
、

ア
ル
ミ
、
家
電
品
類
 

圧
縮
・
選
別
 

３
ｔ
／
日
 

菊
池
市
小
木
17
11
番
地
 
S5
0
年
 
旧
菊
池
市
の
区
域
 

菊
池
市
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
 

最
終
処
分
場
 

不
燃
物
 

埋
立
容
量
 

5,
00
0
 
 

菊
池
市
小
木
17
11
番
地

45
 

H９
年
 

〃
 

菊
池
環
境
保
全
組
合

立
東
部
清
掃
工
場
 

焼
却
施
設
 

可
燃
物
 

67
.5
t×
２
炉
 

（
13
5t
/2
4h
）
 

菊
池
郡
大
津
町
大
字
古

城
10
46
番
地
の
２
 

H1
3
年
 
旧
泗
水
町
の
区
域
 

菊
池
環
境
保
全
組
合

立
環
境
美
化
セ
ン
タ

ー
再
資
源
化
工
場
 

粗
大
ご
み
処
理
施
設
 

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
 

粗
大
ご
み
、
不
燃
ご

み
及
び
資
源
物
 

粗
大
、
不
燃
ご
み
系
列
 

16
.3
/5
h 

資
源
物
系
列
 

27
.7
t/
5h
 

菊
池
郡
大
津
町
大
字
大

津
11
5
番
地
 

H1
0
年
 

〃
 

菊
池
環
境
保
全
組
合

立
環
境
美
化
セ
ン
タ

ー
最
終
処
分
場
 

最
終
処
分
場
 

焼
却
残
渣
及
び
不
燃

物
 

埋
立
容
量
 10
2,
20
0
 
 

〃
 

H1
0
年
 

〃
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【参考資料様式１】 

施設概要（リサイクル施設系） 
都道府県名 熊本県 

（１）事業主体名 菊池市 

（２）施設名称 Eco Villege 旭（エコ・ヴィレッジ あさひ） 

（３）工期 平成 18 年度 ～ 平成 18 年度 

（４）施設規模 処理能力 45 トン／日 

（５）処理方式 ごみ固形燃料化（RDF） 

（６）地域計画内の役割 直接資源化を行う 

（７）廃焼却施設解体工事の有無  有  無 

「廃棄物原材料化施設」を整備する場合 

（８）生成する原材料及びその利用

計画 
 

「ごみ固形燃料化施設」を整備する場合 

（９）固形燃料の利用計画 廃棄物処理法の改正による改修 

「ストックヤード」を整備する場合 

（10）ストック対象物  

「容器包装リサイクル推進施設」を整備する場合 

（11）容器包装リサイクル推進施設

の内訳 

①分別収集回収拠点の整備 

・ ごみの分別収集・処理方法 

・ ごみ容器の種類・設置基数 

・ 建築物の構造 

②小規模ストックヤードの整備 

・ 施設規模 

・ ストック対象物 

③簡易プレス機の整備 

・ 処理方法 

・ 処理能力 

・ 設置場所 

④電気ごみ収集車及び分別ごみ収集車の整備 

・ 導入台数（積載量） 

・ 運行計画 

（12）事業計画額 

２７,２１６,０００円 

内訳 工事費 ２５,７２５,０００円 

 設計費 １,４９１,０００円 
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【参考資料様式１】 

施設概要（リサイクル施設系） 
都道府県名 熊本県 

（１）事業主体名 菊池市 

（２）施設名称 菊池市リサイクルセンター 

（３）工期 平成 18 年度 ～ 平成 20 年度（調査・解体工事含） 

（４）施設規模 処理能力 約 15トン／日 

（５）処理方式 資源ごみ選別、破砕・選別、不用品再生及び展示施設 

（６）地域計画内の役割 減量化及び資源化の実施、リサイクルの普及啓発の場 

（７）廃焼却施設解体工事の有無  有  無 

「廃棄物原材料化施設」を整備する場合 

（８）生成する原材料及びその利

用計画 
 

「ごみ固形燃料化施設」を整備する場合 

（９）固形燃料の利用計画  

「ストックヤード」を整備する場合 

（10）ストック対象物 資源物、粗大ごみ 

「容器包装リサイクル推進施設」を整備する場合 

（11）容器包装リサイクル推進施

設の内訳 

①分別収集回収拠点の整備 

・ ごみの分別収集・処理方法 

・ ごみ容器の種類・設置基数 

・ 建築物の構造 

②小規模ストックヤードの整備 

・ 施設規模 

・ ストック対象物 

③簡易プレス機の整備 

・ 処理方法 

・ 処理能力 

・ 設置場所 

④電気ごみ収集車及び分別ごみ収集車の整備 

・ 導入台数（積載量） 

・ 運行計画 

（12）事業計画額 

１,４１９,４４１,０００円 

内訳 解体工事費 １８０,９１５,０００円 

 ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ工事費 １,２００,０００,０００円 

 計画・調査・設計・工事監理費 

  ３８,５２６,０００円 
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【参考資料様式３】 

施設概要（最終処分場系） 
都道府県名 熊本県 

(1)事業主体名 菊池市 

(2)施設名称 菊池市一般廃棄物最終処分場 

(3)工期 平成 20 年度 ～ 平成 23 年度（調査等含） 

(4)処分場面積､容積 
総面積 

約 60,000 ㎡ 

埋立面積 

約 5,300 ㎡ 

埋立容積 

約 30,000   

(5)処分開始年度及び

終了年度 

埋立開始 平成２４年度 

埋立終了 平成５０年度 

(6)跡地利用計画 しいたけの人工圃だ場 

(7)地域計画内の役割 適正な最終処分 

(8)廃焼却施設解体工

事の有無 
無 

  

(9)事業計画額 

１,３６４,０００,０００円 

内訳：工事費 １,３２０,０００,０００円 

 基本計画、環境影響調査、設計費等 

 ２４,０００,０００円 

 工事監理費 ２０,０００,０００円 
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旧菊池広域クリーンセンター 

（菊池市リサイクルセンター建設予定地） 

S=1:25,000 
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菊池市リサイクルセンター 

菊池市一般廃棄物最終処分場 

S=1:25,000 
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